






被虐待児症候群の発生実態、とりわけ小児医療現場における実態を知り、これらのこども

たちへの適切な対応体制作りの具体的方途を探る目的で、一連の調査を実施した。 

○第 1次調査一数的把握(1984 年 11 月) 

〔対象と方法〕 

全国の病床数 200 以上で小児科のある病院計 1,O06施設に調査票を送付し、1983年 1 年間

の本症候群診療経験の有無および症例数を尋ねた。 


